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(57)【要約】
【課題】薬液を目的の部位に的確に投与することができ
る薬剤微量投与具を提供する。
【解決手段】薬剤微量投与具１は、第１端部６と第２端
部７を含み弾性変形可能な弾性管部２と、第１端部６に
接続された薬剤供給部３と、中空状の針部５が装着され
る装着部１６を含み、第２端部７に接続された接続ユニ
ット４と備え、貯留部に貯留された薬剤が薬剤供給部３
を介して薬剤微量投与具１内に供給され、接続ユニット
４は、第２端部７と装着部１６とを接続する屈曲管を含
み、装着部１６は、針部５が弾性管部２の延びる方向と
異なる方向に向けて延びるように針部５を保持する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１端部と第２端部を含み弾性変形可能な弾性管部と、
　前記第１端部に接続された薬剤供給部と、
　前記中空状の針部が装着される装着部を含み、前記第２端部に接続された接続ユニット
と、
　を備えた薬剤微量投与具であって、
　貯留部に貯留された薬剤が前記薬剤供給部を介して薬剤微量投与具内に供給され、
　前記接続ユニットは、前記第２端部と前記装着部とを接続する屈曲管を含み、
　前記装着部は、前記針部が前記弾性管部の延びる方向と異なる方向に向けて延びるよう
に前記針部を保持する、薬剤微量投与具。
【請求項２】
　前記接続ユニットは、突出部を含み、
　前記突出部が突出する方向は、前記針部が延びる方向と反対方向である、請求項１に記
載の薬剤微量投与具。
【請求項３】
　前記薬剤供給部には、逆止弁が設けられた、請求項１または請求項２に記載の薬剤微量
投与具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤微量投与具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開平７－１８４９５２号公報のように従来から薬剤微量投与具について各種提案され
ている。たとえば、特開２００７－２２２４７２号公報には、薬剤を微量、正確、安全に
投与することを目的とする薬剤微量投与具および薬剤微量投与具セットが提案されている
。この薬剤微量投与具セットは、注射針と、微量投与具と、移注針と、シリンジとを備え
る。
【０００３】
　注射針は、カヌラと針基を有する。移注針は、円板状のハブと、ハブに形成された中空
の穿刺針と、ハブに対して穿刺針と反対側に配置されたシリンジ接続部と、ハブの外縁に
形成された筒状のバイアル装着部とを含む。
【０００４】
　シリンジは、バレルと、バレル内に挿入されたプランジャとを含む。バレルの先端部に
は、移注針が接続される移注針接続部が形成されている。微量投与具は、針基が接続され
る接続部を有する注射針接続具と、注射針接続具に連接するチューブ部材と、チューブ部
材に接続された穿刺針接続具とを含む。穿刺針接続具は、チューブ部材に接続されるチュ
ーブ部材接続部と、基端に移注針の穿刺針が差し込まれる穿刺針接続部とを有する。
【０００５】
　このように形成された薬剤微量投与具セットにおいては、シリンジに接続した移注針に
薬剤を収容したバイアルを接続する。次に、バイアルから移注針を経て薬剤をシリンジの
バレル中に注入する。バイアルを移注針から取り除き、注射針を接続した微量投与具に移
注針を接続する。そして、薬剤を微量投与具に注出した後、微量投与具を移注針から取り
外す。その後、微量投与具に注入された薬剤を手でもってポンピングして、注射針から目
的の部位へ投与する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７－１８４９５２号公報
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【特許文献２】特開２００７－２２２４７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のように構成された微量投与具では、薬液を投与する際には、チューブ部材を圧迫
するため、たとえば、チューブ部材に力を加える時に針先が振れるおそれがある。針先が
振れると、患部に的確に投与することが困難である。
【０００８】
　本発明は、上記のような課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、薬液を目的
の部位に的確に投与することができる薬剤微量投与具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る薬剤微量投与具は、第１端部と第２端部を含み弾性変形可能な弾性管部と
、第１端部に接続された薬剤供給部と、中空状の針部が装着される装着部を含み、第２端
部に接続された接続ユニットとを備える。貯留部に貯留された薬剤が薬剤供給部を介して
薬剤微量投与具内に供給される。上記接続ユニットは、第２端部と装着部とを接続する屈
曲管を含む。上記装着部は、針部が弾性管部の延びる方向と異なる方向に向けて延びるよ
うに針部を保持する。
【００１０】
　好ましくは、上記接続ユニットは、突出部を含む。上記突出部が突出する方向は、針部
が延びる方向と反対方向である。好ましくは、上記薬剤供給部には、逆止弁が設けられる
。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る薬剤微量投与具によれば、目的の部位に的確に薬剤を投与することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１に係る薬剤微量投与具１を示す斜視図である。
【図２】薬剤微量投与具１を示す断面図である。
【図３】シリンジ４０と移注針４１とを示す断面図である。
【図４】シリンジ４０と、移注針４１と、バイアル６０とを示す断面図である。
【図５】バイアル６０を移注針４１に接続した状態を示す断面図である。
【図６】薬剤微量投与具１にシリンジ４０を接続した状態を示す断面図である。
【図７】薬剤微量投与具１の使用状態を模式的に示す側面図である。
【図８】本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第１変形例を示す斜視図である。
【図９】本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第２変形例を示す斜視図である。
【図１０】本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第３変形例を示す斜視図である。
【図１１】本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第４変形例を示す斜視図である。
【図１２】本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第５変形例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１から図１２を用いて、本発明に係る薬剤微量投与具１について説明する。なお、図
１から図１２に示す構成のうち、同一または実質的に同一の構成については、その説明を
繰り返さない場合がある。
【００１４】
　（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１に係る薬剤微量投与具１を示す斜視図である。この図１に示すよ
うに、薬剤微量投与具１は、弾性管部２と、弾性管部２の一方の端部に接続された薬剤供
給部３と、弾性管部２の他方の端部に接続され、針部５が装着される接続ユニット４とを
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含む。
【００１５】
　弾性管部２は、中空状に形成され、弾性管部２は、端部６と端部７とを含み、弾性管部
２内には、流路１２が形成されている。弾性管部２は、たとえば、軟質塩化ビニル樹脂や
ゴム弾性体から形成されている。具体的には、天然ゴムやブチルゴム、ハロゲン化ブチル
ゴム、イソプレンゴム、シリコーンゴム、熱可塑性エラストマーなどから成形された弾性
変形可能な中空部材である。
【００１６】
　図２は、薬剤微量投与具１を示す断面図である。この図２に示すように、薬剤供給部３
は、弾性管部２の端部６に接続された挿入筒８と、逆止弁９と、接続管１０とを含む。
【００１７】
　挿入筒８の一部が端部６から弾性管部２内に挿入されており、挿入筒８内に形成された
流路１１が弾性管部２内に形成された流路１２と連通している。
【００１８】
　接続管１０は、挿入筒８の外周面に装着されている。接続管１０も中空状に形成されて
おり、接続管１０の端部には、開口部１３が形成されている。逆止弁９は、環状の枠部と
、この枠部の内周面に形成された複数の弁部とを含む。逆止弁９の枠部は、挿入筒８と接
続管１０とによって挟み込まれており、薬剤供給部３内に固定されている。接続管１０内
の中空部と挿入筒８内の中空部とは、逆止弁９を間に挟んで連通している。
【００１９】
　接続ユニット４は、針部５が装着される装着部１６と、装着部１６および弾性管部２を
接続する管部２０と、突出部１７とを含む。管部２０は、接続管１５と、接続管１５の端
部に接続された接続管１４とを含み、接続管１４は、接続管１５から屈曲するように設け
られている。
【００２０】
　接続管１５の一方の端部は、端部７から弾性管部２内に挿入されており、接続管１５の
他方の端部には、接続管１４が接続されている。接続管１４は、装着部１６に接続されて
いる。装着部１６は、接続管１５の端部から曲がるように形成されている。装着部１６に
装着される針部５が弾性管部２の延びる方向と異なる方向に延びるように、装着部１６が
設けられている。
【００２１】
　図１において、装着部１６は、接続管１４の端部の周囲を取り囲むように形成されたル
アーコネクタ２１と、ルアーコネクタ２１の周面に形成されたリブ２３とを含む。
【００２２】
　ルアーコネクタ２１は、接続管１４の周面から張り出すように形成された張出板２４と
、張出板２４の外周縁部から接続管１４の先端部に向けて突出するように形成された周壁
部２５と、周壁部２５の内周面に形成されたねじ部２６とを含む。
【００２３】
　突出部１７は、管部２０およびリブ２３に固定されている。突出部１７が管部２０およ
びリブ２３から延びる方向は、接続管１５の先端部から接続管１４の延びる方向と反対方
向に突出するように形成されている。このため、突出部１７が管部２０およびリブ２３か
ら延びる方向は、装着部１６に装着された針部５が装着部１６から延びる方向と反対方向
となる。
【００２４】
　本実施の形態においては、突出部１７は有底筒状に形成されており、底壁部２８と底壁
部２８の外周縁部に形成された周壁部２７とを含む。底壁部２８は、接続管１４の周面か
ら外方に向けて張り出すように形成されている。周壁部２７は、底壁部２８の外周縁部か
ら管部２０の延びる方向と反対方向に延びるように形成されている。
【００２５】
　接続管１５は、周壁部２７の外側から周壁部２７内に入り込むように形成されており、
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接続管１４は、周壁部２７内に位置する接続管１５の端部に接続されている。
【００２６】
　上記のように管部２０と装着部１６と突出部１７とは、たとえば、ポリプロピレンやポ
リエチレン、メチルペンテンポリマー、ポリカーボネートなどで形成される。このため、
使用者が把持したとしても、管部２０と装着部１６と突出部１７とが変形することが抑制
されている。
【００２７】
　針部５は、中空状のカヌラ３２と、カヌラ３２を支持する針基３１と、フランジ３３と
を含む。カヌラ３２は、中空状に形成されている。カヌラ３２は、刃先が形成されておら
ず、自由に所定の形状に正確に曲げることができる。カヌラ３２は、曲げた際の形状をそ
のまま保持しうる性質を有することが好ましい。カヌラ３２の形成材料としては、焼鈍さ
れたステンレス鋼(ＳＵＳ３０４など)が好ましい。
【００２８】
　針基３１は、一般の注射針と同様なものであり、通常、金属あるいは熱可塑性樹脂、た
とえば、ポリプロピレンやポリエチレン、メチルペンテンポリマー、ポリカーボネートな
どで形成されている。
【００２９】
　フランジ３３は、針基３１の端部に形成されており、フランジ３３がねじ部２６と係合
することで、針部５が装着部１６に固定される。
【００３０】
　針部５が装着部１６に装着された状態において、針部５が装着部１６から延びる方向は
、弾性管部２が延びる方向と異なる。
【００３１】
　上記のように構成された薬剤微量投与具１に薬剤を充填する場合には、薬剤微量投与具
１と、針部５と、移注針と、シリンジとを含む薬剤微量投与具セットを用いて、薬剤微量
投与具１に薬液を充填する。
【００３２】
　そこで、まず、移注針と、シリンジとの構成について説明する。図３は、シリンジ４０
と移注針４１とを示す断面図である。移注針４１は、シリンジ４０の先端部に接合される
。
【００３３】
　シリンジ４０は、中空状のバレル４２と、バレル４２内に挿入されたプランジャ４３と
、バレル４２の一端部に形成された移注針接続部４４と、バレル４２の他端部に形成され
たフィンガーグリップ４５とを含む。
【００３４】
　バレル４２は、薬剤を収容可能なように空間が内部に形成された円筒部材である。移注
針接続部４４は、バレル４２の一端部に形成された細管部と、この細管部の周囲に形成さ
れたルアーロック部とを含む。なお、移注針接続部４４としては、各種の接続形式のもの
を採用することができる。
【００３５】
　プランジャ４３は、プランジャ－ロッド４６と、このプランジャ－ロッド４６の先端部
に設けられたガスケット４７とを含む。フィンガーグリップ４５は、バレル４２の端部に
形成され、バレル４２の外周から外方に張り出すように形成されており、使用者がプラン
ジャ４３を押し込む際に指を引っかけるための部材である。
【００３６】
　このように形成されたシリンジ４０を形成する材料は、たとえば、通常、使用される熱
可塑性樹脂、たとえば、ポリプロピレンやポリエチレン、メチルペンテンポリマー、ポリ
カーボネートなどである。移注針４１は、中空状のシリンジ接続部５０と、シリンジ接続
部５０の先端部に設けられた穿刺針５２と、穿刺針５２の周囲に設けられた支持部５１と
を含む。
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【００３７】
　シリンジ接続部５０は、シリンジ４０の移注針接続部４４に接続可能に形成されている
。なお、周壁部５５の端部には、挿入孔５３が形成されており、シリンジ４０の先端部に
形成された細筒部を受け入れ可能に形成されている。
【００３８】
　支持部５１は、シリンジ接続部５０の先端部の外周から外方に向けて張り出すフランジ
部５４と、フランジ部５４の外周縁部から穿刺針５２の突出方向に延びる筒状の周壁部５
５とを含む。
【００３９】
　シリンジ接続部５０および支持部５１は、たとえば、熱可塑性樹脂、たとえば、ポリプ
ロピレンやポリエチレン、メチルペンテンポリマー、ポリカーボネートなどから形成され
ている。穿刺針５２は、後述するバイアルのゴム製キャップなどを穿刺可能に形成されて
おれば、シリンジ接続部５０などと一体的に形成されてもよく、シリンジ接続部５０と別
体として、金属材料によって形成してもよい。
【００４０】
　このように構成されたシリンジ４０および移注針４１を用いて、薬剤微量投与具１に薬
液を充填する方法について、図３から図６を用いて説明する。
【００４１】
　図３に示すように、まず、移注針４１のシリンジ接続部５０をシリンジ４０の移注針接
続部４４に接続する。
【００４２】
　次に、図４に示すように、バイアル６０を準備する。バイアル６０は、内部に液体状の
薬剤６３が収容された容器本体６１と、容器本体６１の開口部を閉塞するキャップ６２と
を含む。容器本体６１は、たとえば、ガラスなどから形成されており、キャップ６２は、
ゴムなどから形成されている。容器本体６１には、胴体部と、胴体部よりも細く形成され
た首部とを含み、首部の先端部には開口部が形成されている。キャップ６２は、この開口
部を閉塞するように嵌めこまれている。
【００４３】
　次に、図５に示すように、キャップ６２を移注針４１の支持部５１内に挿入する。これ
により、穿刺針５２がキャップ６２を貫通して、穿刺針５２の先端部が容器本体６１内に
入り込む。そして、プランジャ４３を引くことで、バレル４２内にバイアル６０内の薬剤
６３を引き込む。
【００４４】
　次に、バイアル６０を移注針４１から取り外す。次に、シリンジ４０より移注針４１を
取り外す。次に、図６に示すように、薬剤微量投与具１の接続管１０とシリンジ４０の移
注針接続部４４とを接続する。
【００４５】
　次に、使用者がシリンジ４０のプランジャ４３を押し込むことで、薬剤微量投与具１内
に薬剤６３が充填される。
【００４６】
　そして、シリンジ４０を薬剤微量投与具１から取り外すことで、薬剤６３が充填された
薬剤微量投与具１を得ることができる。
【００４７】
　この際、薬剤供給部３には逆止弁９が設けられているため、供給された薬剤６３が外部
に漏れることを抑制することができる。
【００４８】
　このように、薬剤６３が充填された薬剤微量投与具１を用いて、目的の部位に薬剤６３
を投与する方法について説明する。
【００４９】
　図７は、薬剤微量投与具１の使用状態を模式的に示す側面図である。図７に示すように
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、装着部１６に針部５を装着した状態で、手７０で薬剤微量投与具１を把持する。
【００５０】
　具体的には、突出部１７を親指７１と中指７３とで挟み込む。そして、人差し指７２で
薬剤供給部３の端面を支持する。薬指７４は、装着部１６の下部およびその周囲を支持す
る。
【００５１】
　そして、人差し指７２で弾性管部２を傾けることで、弾性管部２が撓む。弾性管部２が
撓むことで、弾性管部２内の管部の容積が小さくなり、薬剤６３がカヌラ３２の先端部か
ら外部に吐出される。
【００５２】
　この際、使用者が把持する突出部１７や装着部１６は、使用者の把持力程度では、変形
し難い材料によって形成されているため、薬剤６３を吐出させる際に、薬剤６３の先端部
が振れることを抑制することができる。これにより、薬剤６３が患部を外して投与される
ことを抑制することができる。
【００５３】
　薬剤６３が吐出された後、弾性管部２が元の状態に戻ると、弾性管部２内の管部の容積
が大きくなる。この際、図２に示す逆止弁９が開き、薬剤供給部３から外部の空気が弾性
管部２内に入り込む。これにより、カヌラ３２の先端部から空気が内部に入り込むことが
できる。このため、再度、人差し指７２によって弾性管部２が撓められたときに、カヌラ
３２の先端部から良好に薬剤６３が外部に吐出できる。
【００５４】
　図８は、本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第１変形例を示す斜視図であって、薬
剤微量投与具１の一部を示す。この図８に示す例においては、接続管１５と接続管１４と
のなす角度が４５度である。
【００５５】
　図９は、本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第２変形例を示す斜視図である。この
図９に示す例においても、接続管１５と接続管１４とのなす角度は、４５度程度である。
その一方で、接続管１４の長さは接続管１５よりも長くなるように形成されている。
【００５６】
　図１０は、本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第３変形例を示す斜視図である。こ
の図１０に示す例においては、接続管１４と接続管１５とのなす角度は、９０度程度であ
る。そして、接続管１４の長さは、接続管１５の長さよりも長くなるように形成されてい
る。
【００５７】
　図１１は、本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第４変形例を示す斜視図である。こ
の図１１に示す例においては、接続管１５と接続管１４とのなす角度は４５度程度である
。なお、突出部１７の長さは、図１に示す例よりも短い一方で、接続管１４の長さは、図
１に示す例よりも長い。このため、使用者は、装着部１６およびその周囲に位置する部分
を良好に把持することができる。
【００５８】
　図１２は、本実施の形態１に係る薬剤微量投与具の第５変形例を示す斜視図である。こ
の図１２に示す例においては、接続管１４と接続管１５とのなす角度は、９０度程度であ
る。なお、この図１２に示す例においても、接続管１４の長さは、図１に示す例よりも長
い。また、突出部１７の長さは、図１に示す例の突出部１７よりも短い。この図１２示す
例においても、装着部１６を良好に把持することができる。
【００５９】
　以上のように本発明の実施の形態について説明を行なったが、今回開示された実施の形
態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられるべきである。本発明の
範囲は特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのす
べての変更が含まれることが意図される。さらに、上記数値などは、例示であり、上記数
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値および範囲にかぎられない。
【符号の説明】
【００６０】
　１　薬剤微量投与具、２　弾性管部、３　薬剤供給部、４　接続ユニット、５　針部、
６，７　端部、８　挿入筒、９　逆止弁、１０，１４，１５　接続管、１１，１２　流路
、１３　開口部、１６　装着部、１７　突出部、２０　管部、２３　リブ、２４　張出板
、２５，２７，５５　周壁部、２６　ねじ部、２８　底壁部、３１　針基、３２　カヌラ
、３３　フランジ、４０　シリンジ、４１　針、４２　バレル、４３　プランジャ、４４
　針接続部、４５　フィンガーグリップ、４６　ロッド、４７　ガスケット、５０　シリ
ンジ接続部、５１　支持部、５２　穿刺針、５３　挿入孔、５４　フランジ部、６０　バ
イアル、６１　容器本体、６２　キャップ、６３　薬剤、７０　手、７１　親指、７２　
人差し指、７３　中指、７４　薬指。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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